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重ねた部分は
クリップや洗濯
バサミでとめて
おくと良い

①底マチを折る

②マチの重なり部分を重ねて折る。
　底マチの重なり部分も自然と重なる

マチ マチ

底マチ

② ②

1 マス重なっている

持ち手付け位置

持ち手付け位置

★使用糸
＊ラ メルヘン・テープ5㎜幅　2束
★その他
＊ファインネット…1枚
＊持ち手…1組

ローリングトートバッグ

＊できあがり寸法
幅 24cm　高さ22cm　マチ10cm

☆用意する道具
メジャー、鉗子（とじ針でも可）、
ハサミ、ペンチ、瞬間接着剤、
接着シート、クリップ

側面テープを側面前～底～側面後ろに通していく。

この作品・説明書を無断で複製、
転載することを固く禁じます。

テープはねじれないように
ネットの上下を1マスずつ通す。
次の列は前列と柄の出方が交互
になるように通す。テープは
ネットを押さえて真っすぐに引っ張る

テープの通し方

1 マスずつ通す

Point！

ネットの切り方
＜ネットを準備する＞

※底マチは切りまちがえのないように印をつけながら切りましょう
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通し方平面図

ネットは突起部分が無いように
きれいに周りをカットする

模様テープ B

通す場所 図中のテープの色 切り寸法
☆テープの切り寸法

模様テープ C

マチテープ B ピンク 40cm×24 本
マチテープ A 紺 45cm×2本

模様テープ A

側面テープ 水色、黄緑 75cm×33 本

テープのほどき方

＜テープを準備する＞

テープを箱にほどいておくとテープ
が絡みにくい。必要な長さに切る

テープの先は斜めにカット
するとネットに通しやすい

Point！

Point！

Point！

緑
紫

オレンジ

17 マス

17 マス

1. マチを折りネットを組み立てる。
　側面テープを通す。

約 8cm

※分かりやすいように全体の通し方は平面で描いています。

マチを①、②の順に折り、クリップでとめる。

20cm×7本
15cm×1本

30cm×2本



1.持ち手の金具部分を少しひらく 2.側面に持ち手を挟む。金具の爪がしっかり
　食い込むようにペンチ等でしっかり挟んでつける
　（付け位置は 1.参照）。同様に残り 3ヶ所もつける

1.テープをネットに通す。
　端は 2～3cm残す

2.テープをねじって右下のネット
　に通す

5.左下に通す場合はテープをねじって左下のネットに通していく 6.テープの端を 2マス分ネットに通し、接着剤をつけてカットする

3.引き締める

＜内側＞

2～3cm

4. 2.3.を指定の回数繰り返すと
    右下に斜めに模様ができる

側面前

3. マチテープを通す
この作品・説明書を無断で複製、
転載することを固く禁じます。

テープ端を折り返して始末する

1.側面テープの端は上下
　同じくらいの長さ（約 8cm）
    に残す

Point！

＜表側＞ ＜裏側＞

＜裏側＞

2.ネットを裏返し、テープの端を矢印のように通しながら
　 テープに接着剤（接着シート）をつけてとめる。
     余分なテープはカットする

約 8cm

余
分
は
カ
ッ
ト
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着
剤
を
つ
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る

4. 側面前とマチに模様テープを通す

マチテープA、Bの順に通していく（通し方、テープの端の
始末は側面参照）。柄の出方は側面に続くように通すが、
マチ中央部分（ネットが重なる部分）は1ヶ所交互にならない
部分があるので注意。反対側も同様にネットを組み立て、
テープを通す。

模様テープの通し方
Point！

持ち手のつけ方
Point！

5. 持ち手を入れ口に挟んでつける

※マチテープも参照して始末する

マチテープ B
 6 本

マチテープ A 
1 本マチテープ B 

 6 本

2. 側面テープの端を始末する

デザイン

堀 佳織

テープの端は裏側に折り返して始末する。

B

模様テープABCを通す。イラストはテープをネットに通す位置。矢印は通し始め。

 A

C


